
一般社団法人　五島市観光協会

「
一
島
一
校
」の
受
け
入
れ

国
境
の
離
島
か
ら
日
本
を
考
え
る

「主体的・対話的で深い学び」へ
一般社団法人　幡多広域観光協議会

「
何
に
も
な
い
の
に
、な
ん
で
も
あ
る
」

田
舎
だ
か
ら
こ
そ
の
体
験

全
国
ほ
ん
も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム

人
が
高
ま
る
旅
　

推
進

長崎・五島で

全国の人が一堂に
体験型観光に取り組む

来年３月に長野・飯田で
次回フォーラム開催は

ネットワーク総会で決定

民泊は最大１２０軒の受け入れが可能

港でのお別れの光景

ふ
れ
あ
い
交
流
体
験

世界遺産登録された
旧五輪協会堂
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長
崎
県
五
島
列
島
・
福
江

島
を
中
心
に
、

の
有
人
島

と

の
無
人
島
か
ら
な
る
五

島
市
。
美
し
い
海
と
豊
か
な

自
然
が
あ
ふ
れ
、
四
季
を
通

じ
て
釣
り
や
山
海
の
味
覚
が

楽
し
め
ま
す
。

　
古
く
は
遣
唐
使
の
寄
港
地

と
し
て
海
外
交
易
の
拠
点
と

し
て
栄
え
、
ま
た
カ
ト
リ
ッ

ク
信
仰
の
地
と
し
て
数
多
く

の
教
会
が
点
在
。
さ
ら
に
倭

寇
や
空
海
の
伝
説
が
残
り
、

城
郭
や
武
家
屋
敷
な
ど
歴
史

文
化
遺
産
も
豊
富
で
す
。

　
２
０
１
８
年
７
月
に
は
五

島
市
の
二
つ
の
構
成
資
産
を

含
む
「
長
崎
と
天
草
地
方
の

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺

産
」
が
世
界
遺
産
と
し
て
登

録
さ
れ
ま
し
た
。

　
４
０
０
人
受
け
入
れ
が
可

能
な
民
泊

　
五
島
市
で
は
現
在
、
豊
か

な
自
然
と
多
様
な
農
林
漁
業

の
営
み
、
歴
史
や
文
化
を
生

か
し
た
体
験
交
流
型
教
育
旅

行
の
受
け
入
れ
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
「
五
島
感
動
し
ま

旅
！
」
と
銘
打
っ
た
一
連
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
群
で
こ
だ
わ
っ

て
い
る
の
は
、
「
ほ
ん
も
の

体
験
」
で
あ
る
こ
と
で
す
。

　
ほ
ん
も
の
体
験
の
根
幹

は
、
島
の
暮
ら
し
を
ど
っ
ぷ

り
と
体
験
す
る
民
泊
で
す
。

市
内
全
域
で
最
大
１
２
０
軒

４
０
０
人
の
受
け
入
れ
が
可

能
で
、
生
徒
の
皆
さ
ん
を
お

客
さ
ま
で
は
な
く
家
族
の
一

員
と
し
て
迎
え
入
れ
ま
す
。

　
体
験
は
、
民
泊
先
な
ど
で

受
け
入
れ
家
族
と
一
緒
に
過

ご
す
家
業
体
験
、
島
な
ら
で

は
の
漁
業
体
験
、
豊
か
な
自

然
を
存
分
に
楽
し
む
自
然
体

験
な
ど
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
日
本
の
縮
図
と
し
て
の
五

島　
五
島
感
動
し
ま
旅
！
で

は
、
五
島
な
ら
で
は
の
魅
力

を
実
感
し
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
五
島
が
抱
え
る
課
題
に

つ
い
て
も
考
え
る
、
教
育
効

果
を
意
識
し
た
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
設
計
、
展
開
し
て
い

ま
す
。

　
五
島
の
魅
力
と
し
て
は
、

①「
し
ま
」な
ら
で
は
の
自
然

②
豊
か
な
海
と
漁
業
・
魚
食

文
化
③
教
会
と
世
界
遺
産
・

日
本
遺
産
―
が
あ
り
ま
す
。

　
離
島
な
ら
で
は
の
自
然
体

験
や
漁
業
体
験
（
防
波
堤
釣

り
、
船
釣
り
、
定
置
網
、
刺

し
網
、
地
引
網
、
す
け
漁
、

灰
ダ
コ
捕
り
、
ウ
ニ
割
り
な

ど
）
、
魚
さ
ば
き
体
験
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
五
島
の
課
題
と
し
て
は
、

①「
日
本
の
縮
図
」と
し
て
の

五
島（
過
疎
高
齢
化
）②「
国

境
離
島
」と
し
て
の
五
島（
担

い
手
不
足
）③「
観
光
小
国
」

と
し
て
の
五
島（
観
光
産
業

全
般
の
低
迷
）―
の
三
つ
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
五
島
市
で
は
高
齢
化
が
進

み
、
高
齢
化
率
は

％
に
迫

る
勢
い
で
す
。
民
泊
受
け
入

れ
家
庭
の
多
く
は
高
齢
者
世

帯
で
す
。交
流
を
深
め
る
中
、

あ
り
の
ま
ま
の
五
島
と
、
そ

の
先
に
あ
る
日
本
の
課
題
に

つ
い
て
考
え
る
よ
い
機
会
に

な
り
ま
す
。

　
プ
ラ
ス
半
日
を
民
泊
先
で

一
緒
に
過
ご
す
「
ふ
れ
あ
い

交
流
体
験
」
（
家
業
体
験
）

も
推
奨
し
て
い
ま
す
。
島
民

と
の
交
流
に
力
点
を
置
い
た

も
の
で
、
移
動
の
手
間
が
省

け
、
昼
食
も
セ
ッ
ト
に
で
き

る
た
め
、
人
気
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
高
校
モ
デ
ル
コ
ー
ス

　
長
崎
平
和
学
習
と
五
島
民

泊
が
定
番
の
コ
ー
ス
で
す
。

民
泊
１
泊
の
場
合
は
、
ふ
れ

あ
い
交
流
（
家
業
）
体
験
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
深
い

交
流
を
目
指
し
ま
す
。
民
泊

２
泊
の
場
合
は
、
中
日
の
午

前
か
午
後
に
ク
ラ
ス
全
体
で

で
き
る
漁
業
体
験
な
ど
を
組

み
込
む
こ
と
で
、
生
徒
同
士

の
交
流
も
深
め
ら
れ
ま
す
。

　
五
島
市
の
強
み
と
特
徴

　
民
泊
と
海
を
主
舞
台
に
し

た
体
験
、
さ
ら
に
地
区
ご
と

に
他
校
受
け
入
れ
の
な
い

「
一
島
一
校
」
の
受
け
入
れ

ポ
リ
シ
ー
、
そ
し
て
カ
ラ
ー

テ
ー
プ
の
舞
う
島
な
ら
で
は

の
お
別
れ
の
光
景
な
ど
、
五

島
な
ら
で
は
オ
ン
リ
ー
１
の

お
も
て
な
し
が
強
み
で
す
。

四万十川でのカヌー体験

生活体験では受け入れ家族と交流


軒
を
超
え
る
受
け
入
れ

家
庭
が
あ
る
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人気が高い「カツオのわら焼
きタタキづくり体験」

　
四
国
の
西
南
部
に
位
置
す

る
高
知
県
の
四
万
十
・
足
摺

（
幡
多
）
地
域
は
、
日
本
最

後
の
清
流
と
言
わ
れ
て
い
る

「
四
万
十
川
」
を
中
心
に

「
足
摺
岬
」
な
ど
山
、
川
、

海
と
多
様
な
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
た
地
域
で
す
。

　
こ
の
豊
か
な
自
然
環
境
を

生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
商
品
化
し
て

お
り
、
全
国
に
誇
れ
る
体
験

型
観
光
の
先
進
地
を
目
指
し

て
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

「
何
に
も
な
い
の
に
、
な
ん

で
も
あ
る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
豊
か
な
自
然
が
残
っ
て
い

る
田
舎
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

体
験
を
中
心
に
、食
、文
化
、

漁
業
、
農
林
業
な
ど

種
類

を
超
え
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　
田
舎
暮
ら
し
体
験

　
特
に
大
都
市
圏
の
学
校
か

ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
の

は
、
一
般
の
農
山
漁
村
家
庭

の〝
あ
り
の
ま
ま
の
暮
ら
し
〟
を
体
験
で
き
る
「
田
舎
暮
ら

し
体
験
」
で
す
。
現
在
、
受

け
入
れ
家
庭
数
は

軒
を
超

え
、
１
日
最
大
３
０
０
人
程

度
の
受
け
入
れ
が
可
能
と
な

っ
て
い
ま
す
。
山
、
川
、
海

に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
域
で

は
、
自
然
を
知
り
、
触
れ
合

う
こ
と
で
自
然
と
と
も
に
生

き
る
力
を
養
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
カ
ツ
オ
の
わ
ら
焼
き
タ
タ

キ
づ
く
り
体
験

　
高
知
の
食
文
化
の
代
表
で

も
あ
り
、
一
番
人
気
で
す
。

漁
師
の
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ

ん
が
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と

な
り
、
生
徒
自
ら
が
カ
ツ
オ

１
本
を
丸
ご
と
さ
ば
い
て
わ

ら
で
焼
き
、
タ
タ
キ
を
作
っ

て
食
べ
ま
す
。
こ
の
体
験
に

よ
り
カ
ツ
オ
漁
の
歴
史
や
高

知
の
食
文
化
な
ど
を
感
じ
、

食
材
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

育
む
と
と
も
に
、
魚
嫌
い
の

生
徒
も
自
然
と
食
べ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
四
万
十
川
カ
ヌ
ー
体
験

　
初
心
者
で
も
安
全
か
つ
気

軽
に
体
験
で
き
ま
す
。
カ
ヌ

ー
か
ら
見
る
自
然
景
観
は
、

日
本
の
原
風
景
と
も
言
え
ま

す
。
最
後
の
清
流
、
四
万
十

川
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
す
。

　
防
災
学
習　

地
震
な
ど
の
自

然
災
害
か
ら
身
を

守
り
、
生
き
る
力

を
育
て
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
過
去
に

起
こ
っ
た
事
例
を

学
ぶ
の
で
は
な

く
、
こ
れ
か
ら
起

こ
り
得
る
近
い
将

来
の
災
害
に
つ
い

て
自
分
た
ち
が
ど

の
よ
う
な
行
動
が

で
き
る
の
か
を
考
え
、
一
人

一
人
の
防
災
意
識
を
高
め
る

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
体
験
場
所
の

黒
潮
町
で
は
、
防
災
先
進
地

と
し
て
の
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
、
平
成

年
度
に
は

「
『
世
界
津
波
の
日
』
高
校

生
サ
ミ
ッ
ト
」
が
世
界
で
初

め
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
受
け
入
れ
態
勢

　
受
け
入
れ
窓
口
の
幡
多
広

域
観
光
協
議
会
は
、
高
知
県

と
幡
多
６
市
町
村
（
四
万
十

市
、宿
毛
市
、土
佐
清
水
市
、

黒
潮
町
、大
月
町
、三
原
村
）

で
組
織
し
、
官
民
が
一
体
と

な
っ
て
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

造
成
、
受
け
入
れ
団
体
の
質

の
向
上
、誘
致
活
動
の
実
施
、

広
報
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　
受
け
入
れ
で
は
、
関
係
団

体
や
地
域
が
一
体
と
な
っ
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
安

全
で
信
頼
性
の
高
い
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
四
万
十
・
足
摺
地
域
で
し

か
体
感
で
き
な
い
豊
か
な
自

然
、
食
、
伝
統
文
化
、
生
活

や
人
と
人
と
の
心
の
つ
な
が

り
を
生
徒
に
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
心
掛
け
て
進
め
て

お
り
、
教
育
関
係
者
か
ら
高

い
評
価
を
得
て
お
り
ま
す
。
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▶
全
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
後
の
交
流
会

▶
次
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
地
に
決
ま
っ
た
長
野
県
飯
田

市
の
関
係
者
が
登
壇
し
た

全国ほんもの体験ネットワークの総会

　
体
験
型
観
光
の
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
る
全
国
組
織

「
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
（
藤
澤
安
良
会

長
）
の
第

回
総
会
が
３
月


日
、
長
崎
県
五
島
市
で
開

か
れ
た
。
全
国
か
ら
約

人

が
参
加
し
た
。

　
今
年

月
に
予
定
さ
れ
て

い
る
消
費
税

％
に
伴
う
対

応
や
、
訪
日
外
国
人
教
育
旅

行
へ
の
対
応
に
つ
い
て
意
見

が
交
わ
さ
れ
た
ほ
か
、
２
０

１
９
年
度
の
第

回
「
全
国

ほ
ん
も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
長
野
県
飯
田
市
を
中

心
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
た
。

　
飯
田
市
は
、
第
１
回
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
開
催
地
で
今
回
が

２
回
目
の
開
催
と
な
る
。
日

程
は
来
年
３
月

～

日
の

３
日
間
。

日
が
全
体
フ
ォ

ー
ラ
ム
、

日
が
課
題
別
研

究
分
科
会
、

と

の
両
日

に
体
験
ツ
ア
ー
を
予
定
。
メ

イ
ン
会
場
は
飯
田
文
化
会
館

と
な
る
。

　
受
け
入
れ
を
担
う
南
信
州

観
光
公
社（
長
野
県
飯
田
市
）

は
、
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し

て
、
観
光
を
通
じ
た
地
域
振

興
を
目
的
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

南
信
州
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
推

進
を
掲
げ
て
い
る
。
「
ほ
ん

も
の
体
験
を
推
進
す
る
各
地

域
の
挑
戦
は
、
必
ず
や
人
を

よ
り
良
く
変
え
、
地
域
を
変

え
、
日
本
を
変
え
て
い
く
原

動
力
に
な
る
」
と
南
信
州
観

光
公
社
地
域
振
興
室
長
の
竹

前
雅
夫
氏
。

「
次
回
の
大
会

で
は
、
感
動
体

験
の
も
た
ら
す

意
義
と
立
ち
位

置
を
確
認
す
る

機
会
に
し
た

い
」
と
話
す
。

　
総
会
で
は
、

次
回
の
全
国
ほ

ん
も
の
体
験
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
総

会
の
開
催
概
要

も
報
告
さ
れ

た
。
場
所
は
高

知
県
四
万
十
市

で
９
月
７
日
の

開
催
を
予
定
。

総
会
と
併
せ
て

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
研
修
会
、

体
験
ツ
ア
ー
な

ど
も
行
う
。
受

け
入
れ
は
幡
多

広
域
観
光
協
議

会
。

　
主
催
は
、
全
国
ほ
ん
も
の

体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
長
崎

・
五
島
実
行
委
員
会
。
共
催

は
全
国
ほ
ん
も
の
体
験
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
。

日
の
全
体
フ

ォ
ー
ラ
ム
に
は
県
内
外
か

ら
、
受
け
入
れ
家
庭
や
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
旅
行
会
社

ら
約
７
０
０
人
が
参
加
。
期

間
中
は
、
全
体
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
加
え
、

日
に
課
題
別
研

究
分
科
会
を
、

、

日
に

体
験
ツ
ア
ー
を
催
し
た
。

　
全
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
事

例
発
表
と
公
開
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
情
報
交
換

会
を
開
催
。
公
開
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
テ
ー
マ

は
、
「
感
動
！
人
が
高
ま
る

旅
」
。
全
国
ほ
ん
も
の
体
験

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
長
の
藤
澤

安
良
氏
（
体
験
教
育
企
画
社

長
）
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
、
体
験
型
の
教
育
旅

行
に
よ
る
教
育
効
果
な
ど
を

検
証
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
体
験
学
習
協
会

（
岩
手
県
久
慈
市
）
会
長
の

下
舘
満
吉
氏
は
「
か
つ
て
の

物
見
遊
山
的
な
修
学
旅
行
の

記
憶
は
残
っ
て
い
か
な
い

が
、
体
験
型
は
忘
れ
な
い
。

体
験
型
の
修
学
旅
行
を
経
験

し
た
不
登
校
の
生
徒
が
、
学

校
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た
」

な
ど
と
報
告
。
沖
縄
体
験
ニ

ラ
イ
カ
ナ
イ
（
沖
縄
県
）
代

表
の
加
蘭
明
宏
氏
か
ら
も
、

「
あ
る
不
登
校
の
生
徒
か

ら
、
不
登
校
を
や
め
る
、
と

教
師
に
電
話
が
あ
っ
た
」
と

し
た
一
方
で
、「
受
け
入
れ
家

庭
も
刺
激
を
も
ら
っ
て
い

る
」
と
地
域
活
性
化
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
と
い
っ
た
発

言
も
あ
っ
た
。

　

日
の
第
１
分
科
会
の
テ

ー
マ
は
「
農
村
漁
村
生
活
体

験
民
泊
（
農
泊
・
渚
泊
）
の

推
進
」
。
安
全
対
策
の
徹
底

や
、
受
け
入
れ
家
庭
の
拡
大

な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

　
全
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
も

登
壇
し
た
ふ
る
さ
と
体
験
学

習
協
会
の
下
舘
氏
か
ら
は

「
衛
生
面
で
は
毎
年
、
保
健

所
を
招
き
研
修
会
を
行
っ
て

い
る
。
防
災
面
で
は
避
難
場

所
と
連
絡
先
を
冊
子
に
ま
と

め
て
い
る
」
と
い
っ
た
報
告

が
あ
っ
た
。

　
各
地
域
共
通
の
話
題
と
し

て
、
高
齢
化
に
よ
る
受
け
入

れ
家
庭
の
減
少
が
あ
る
。
ま

つ
う
ら
党
交
流
公
社
（
長
崎

県
）
副
理
事
長
の
山
下
與
範

氏
は
、
「
何
も
し
な
い
と

（
受
け
入
れ
家
庭
は
）
自
然

に
減
っ
て
し
ま
う
の
で
、
Ⅰ

タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
で
帰
っ

て
き
た
若
い
家
庭
に
も
受
け

入
れ
を
お
願
い
し
て
い
る
」

と
報
告
。
そ
ら
の
郷
（
徳
島

県
）課
長
の
松
浦
英
人
氏
は
、

「
移
住
者
の
民
泊
家
庭
が


軒
あ
る
。
Ｕ
タ
ー
ン
も
少
し

ず
つ
増
え
て
い
る
」
な
ど
と

述
べ
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ

た
五
島
市
は
昨
年
、「
長
崎
と

天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ

ン
関
連
遺
産
」が
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
、話
題
を
集
め

た
。体
験
型
の
教
育
旅
行
は

民
泊
、漁
業
、世
界
遺
産
・
日

本
遺
産
と
い
っ
た
各
種
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
取
り
そ
ろ
え
て
い

る
。２
０
１
８
年
度
の
体
験

型
修
学
旅
行
の
受
け
入
れ
実

績
は

団
体
、約
４
５
０
０

人
だ
っ
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
受
け
入
れ

に
当
た
っ
た
五
島
市
観
光
協

会
の
大
楠
末
次
氏
は
、「
初
め

て
の
離
島
開
催
で
準
備
不
足

の
点
も
あ
っ
た
か
と
思
う

が
、五
島
の
良
さ
を
少
し
で

も
体
感
し
て
も
ら
え
た
の
で

は
な
い
か
。貴
重
な
意
見
交

換
も
で
き
、こ
の
経
験
を
こ

れ
か
ら
の
活
動
に
生
か
し
、

五
島
な
ら
で
は
の
体
験
を
通

し
て
少
し
で
も
感
動
を
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
鋭
意
努
力

し
て
い
く
」と
話
し
た
。

　
体
験
型
観
光
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
地
域
の
事
例
や
課
題
を
議
論
す
る
第

回
「
全
国
ほ

ん
も
の
体
験
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
長
崎
・
五
島
」
が
３
月

～

日
の
３
日
間
、
長
崎
県
五
島
列
島
・
福
江
島
の
「
福

江
文
化
会
館
」
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
か
れ
た
。
離
島
で
の
開
催
は
今
回
が
初
と
な
る
。


